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つれづれの郷つれづれの郷  

お
ね
が
い
・
お
知
ら
せ 

 

◎
４
月
１
６
日
（
月
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
費
、

自
己
負
担
分
の
郵
便
口
座
自
動
払
い
込
み
日

に
な
り
ま
す
。
今
月
か
ら
自
己
負
担
額
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
口
座
残
高
を
ご

確
認
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
個
人
預
か
り
金
残
高
を
、
来
所
の
折
に
ご

確
認
下
さ
い
。
な
お
、
毎
月
、
預
か
り
金
使

用
済
み
の
領
収
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ご
確

認
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
暖
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
来
所
の
際

衣
類
等
の
点
検
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
ご
意
見
下
さ
い
◇ 

 

ご
意
見
箱
は
一
・
二
階
の
公
衆
電
話
横
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
苦
情
は
左
記
へ
ご
連
絡

下
さ
い 

 
 

 

お
客
様
相
談
窓
口 

賢
持 

堀
合 

 

で
ん
わ 

 

４
８
・
１
７
７
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

 

４
９
・
７
３
３
７ 

 

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。 

 

 

 

介
護
保
険
の
報
酬
改
正
が
四
月
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
昨
年
度
は
介
護
人
材
の
処
遇
改
善

の
た
め
１
．
１
４
％
の
改
正
率
で
し
た
が
今

年
度
は
０
，
５
４
％
の
改
正
率
と
な
り
ま
し

た
。
国
は
改
正
に
当
た
っ
て 

 
 

 
 

 

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

②
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
視
す
る
質
の 

高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上 

 
 

 
 

 
 

 

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化
を
通

じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
視
点
に
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
②
の
重
度
化
防
止
等
に
つ
い
て
「
排

泄
」
「
褥
瘡
発
生
予
防
」
等
の
専
門
的
介
護

の
取
り
組
み
加
算
等
が
新
規
に
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
当
法
人
の
取
り
組

み
は
、
体
制
を
整
え
実
施
の
可
否
を
決
め
る

予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
介
護
度
別
に

一
日
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
料
が
表
の
通
り
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
ユ
ニ
ッ
ト
型

特
養
の
報
酬
改
正
で
、
地
域
密
着
型
施
設
の

上
げ
幅
が
大
き
く
、
１
日
当
た
り
１
９
円
か

ら
２
８
円
の
自
己
負
担
増
と
な
り
ま
す
。
法

人
の
実
施
す
る
通
所
介
護
や
居
宅
介
護
で
は

特
別
の
改
正
は
有
り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
点
は

窓
口
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。 
 

介
護
保
険
報
酬
改
正 

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
感
染
予
防
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
面
会
時
の
手
消
毒
、
マ
ス
ク
装
用
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
施
設
長
ー 

 

施設名 特別養護老人ホーム       

つれづれ郷ー北斗 

特別養護老人ホームつれづれの郷 

 旧  新 負担（日） 旧 新 負担（日）  

介護度１ 625 644 19 625 636 11 

介護度２ 691 712 21 691 703 12 

介護度３ 762 785 23 762 776 14 

介護度４ 828 854 26 828 843 15 

介護度５ 894 922 28 894 910 16 

※負担額は単位  

 

当
法
人
で
は
、
「
地
域
に
お
け
る
公
益

的
取
り
組
み
」
と
し
て
、
生
活
保
護
受
給

者
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ベ
ッ
ト
数
が
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
ご
希
望
に
つ

い
て
は
ご
相
談
下
さ
い
。 



 
 
 
 
 

あ 

と 

が 

き 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

 

４
月
の
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
６
日
～
２
０
日 

 
 

 

理
美
容
室 

 
 

１
９
日 

開
設
記
念 

生
寿
司
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
      

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

機
能
訓
練
は
、
つ
れ
づ
れ
の
郷
は
午
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
斗
は
午
後
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
毎
火
・
金
曜
午
後 

嘱
託
医
は
毎
週
木
曜
日
午
後
回
診 

歯
科
は
随
時 

４月の行事食 
 
《4/19(木) 開設記念の日》  
  昼食      

 ・生寿司、いなり寿司 

 ・はちはい汁 

 ・茶碗蒸し 

 ・果物 

  おやつ 

  桜のロールケーキ 
 
◎皆さんが大好きな生寿司です

が、食べられない方にはいなり

寿司を提供します。 

＊
掲
載
記
事
写
真
等
は
社
会
福
祉
法
人
上
磯
康
啓 

 
 

 
 
 

会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
無
断
転
用
を
禁
じ
ま
す
。 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

北
斗
市 

福
田
悟
様 

丸
山
多
美
子
様 

佐
藤
美
由
紀
様 

渡
辺
正
美
様 

松
田

賢
一
様 

白
石
武
弘
様 

 

長
谷
川
美

智
様 

金
子
由
利
子
様 

橋
田
美
香
様 

石
岡
千
代
子
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
飯
町 

佐
々
木
健
様 

東
京
都 

田
中
孝
子
様 

 
 

 
 

 
 

↓ジャンケン、ポン！ 

 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
制
作
活
動
で
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
５
月
の
母
の
日
を
連

想
し
が
ち
で
す
が
、
卒
業
と
入
学
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
様
一
生
懸
命
制
作
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

花
の
彩
り
が
豊
か
な
の
が
印
象
的

で
し
た
。 

 

３
月
３
日
、
そ

れ
ぞ
れ
の
條
館
で

ひ
な
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
口
紅

を
つ
け
て
、
爪
に

は
マ
ニ
ュ
キ
ュ

ア
、
き
れ
い
に

な
っ
て
お
ひ
な
様
の
前
で
パ
チ
リ
。
女

性
に
と
っ
て
お
ひ
な
様
は
永
遠
な
の
で

す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
お
内
裏
様
と
、
お
ひ
な

様
、
ど
ち
ら
が
右
か
左
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
日
本
古
来
の
「
左
上
座
」

で
言
え
ば
お
内
裏
様
が
一
番
偉
い
の

で
、
左
側
に
座
る
の

が
慣
わ
し
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か

し
、
関
東
雛
は
、

「
右
が
上
位
」
と
の

国
際
儀
礼
の
考
え
方

が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
は
接
触
、
飛
沫
、
空
気

な
ど
に
よ
っ
て
感
染
が
拡
大
し
、

そ
れ
ら
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
、
物
か

ら
ヒ
ト
等
の
経
路
で
伝
わ
り
ま

す
。
施
設
は
、
大
勢
が
集
ま
り
、

場
所
や
道
具
、
何
よ
り
職
員
を
共

有
し
て
い
る
の
で
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。
「
施
設
は
小
さ
な
社
会

で
あ
る
」
と
考
え
、
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
手
洗
い
や
う
が
い
、
マ
ス

ク
な
ど
を
励
行
し
、
感
染
経
路
を

遮
断
す
る
こ
と
が
最
も
肝
心
で

す
。
施
設
看
護
師
を
講
師
と
し
て

の
、
年
２
回
の
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
普
段
か
ら
発
症
を
未
然

に
抑
え
る
努
力
と
感
染
拡
大
を
最

小
限
度
に
す
る
努
力
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

あ 

と 

が 

き 

陽
気
も
よ
く
な
り
施
設
周
り
の
雪
は
一
気
に
と
け
、
桜
の
木

の
枝
が
幾
分
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
来
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
は
桜
の
開
花
が
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
施
設
が
開
設
し
て
１
３
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
利
用
者
様
に
は
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
Ｓ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑今花びらを作っているよ 

↑割りばしの枠に乗せて完成！ 

↑できたよ！きれいでしょ？ 

               

            

生活相談員の「平野智子」です 

事務職員の「伊藤亜優美」です 

お気軽に声を  

かけて下さ

い。  

ひ
な
祭
り 

身
近
に
出
来
る
感
染
予
防 

 新しい職員です 


